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　中性子は、物質研究のための観察手段として有用で

あるとともに量子力学の検証や基礎物理の観点からも

重要です。エネルギー利用においては、原子炉の中で

起こる物理現象の主役でもあります。私はそのような

中性子に興味を持ち、貴重な中性子ビームを効率よく利用し、新たな利用方

法を開発するため中性子光学の研究を行っています。特に中性子のスピンを

巧みに制御して、他の方法では観察の難しい、原子スケールでの物質の構造

とゆっくりとした動きを調べるための分光装置の研究開発に力を入れていま

す。中性子を用いた実験には KUR の他にも、国内外の施設を利用しており、

昨年にはフランスの研究用原子炉やスイスの加速器中性子源でも実験を行

いました。KUR は共同利用施設であるため、全国の大学・研究機関から実験

に来る研究者・学生と交流する機会に恵まれています。大学の研究所として

放射線や放射性同位体を扱った様々な研究が行われている原子炉実験所は、

この分野を究めたいと志向する学生にとって特別な場所だと思います。

　私の研究分野は流体力学で、特に「微生物の遊泳」

に興味を持って研究をしています。微生物の運動はス

トークス流と呼ばれる流体の式に従い、ときどき直感

に反するような運動が実現されます。

　例えば、流体の式の性質のために、生物の運動が制限されることが知られ、

この性質は「帆立貝定理」と呼ばれています。このような数学的な側面に加

え、新たな数値計算手法の開発と、医学・生物学への応用研究を行っていま

す。数理解析研究所では図書室の豊富な蔵書や雑誌に加え、充実した計算機

設備を有しており、極めて自由に使用することができ、私も大規模数値計算で

大変お世話になっています。また、2012 年の春から夏にかけて 3 ヶ月間、英

国オックスフォード大学に研究指導委託という形で留学し、海外でも大変有

意義な研究生活を送ることができました。優れた設備と活発な交流、そして自

由な雰囲気のもとで、大変充実した大学院生活を送っています。

　原子炉実験所は、昭和 38 年の設
立以来、全国大学等の共同利用研
究者に対して、大学の持つ原子力施
設としては国内最大の研究用原子炉

（KUR）を中心に、臨界集合体実験装置
（KUCA）やコバルト 60 ガンマ線照射
装置などを提供（平成 22 年度からは、
共同利用・共同研究拠点として事業を
開始）しています。年間延べ数千人の研究者や学生などが来所しており、理
学、工学、農学、医学などの多方面にわたる研究が行われています。
　また今日、原子力利用の各分野において大学の果たす役割への期待が
益々高まっており、本実験所が培ってきた共同利用研究の実績の評価に基
づき、極めて大きな期待が寄せられています。
　本実験所では、このような期待に応えるべく、KUR などの諸施設を有効
に利用した核エネルギー、放射線・粒子線を用いた特徴的研究を展開して
おります。さらに、本実験所では固定磁場強集束型（FFAG）加速器を KUCA
と結合させた加速器駆動未臨界システムの基礎研究を世界に先駆けて開
始するとともに、世界を牽引するべく、ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）によ
るがん治療の基礎・応用研究を進展させております。

　数学・数理科学の基礎的研究を推
進することが本研究所の目的です。こ
のため、所員による自由な発想と思考
に基づく研究活動を活発に推進するこ
とは勿論ですが、全国の数学・数理科
学研究者のための共同利用・共同研究
拠点の事業を実施するとともに、国際
研究拠点として国際共同研究を推進し
ています。毎年 80 件以上の研究集会等を開催し、300 人以上の海外研
究者が来訪しています。平成 20 年度より文部科学省グローバル COE の 1
つに選ばれ、平成 22 年度からは数学・数理科学の先端的共同利用・共同
研究拠点として新たな事業を展開しており、本研究所は国内的にも国際的
にも卓越した研究拠点として中心的な役割を果たしています。
　本研究所の取り組む研究分野は、純粋数学から応用数学、数理物理学、
そしてコンピュータ・サイエンスに及んでおり、基礎から応用まで幅広く、相
互に有機的な関連をもち、その相互作用により新しい研究領域ならびに研
究成果が生み出されています。
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　原子炉実験所の教員は、研究分野として工学研究科、理学研究科、農学
研究科、医学研究科、エネルギー科学研究科の協力講座を担当して、大学
院の講義や研究指導を行っております。また、全学共通科目を開講して京
都大学の学部学生の教育にも貢献しております。この他、KUCA を用いて
全国 12 大学の原子力工学系大学院生（京都大学学部学生を含む）を対
象に 1 週間の実験教育コースを毎年数回行っており、かつ平成 15 年から
韓国 6 大学、平成 18 年からスウェーデン 1 大学の学生にも実施しており
ます。原子力人材育成が世界的にも重要視されている今日、本実験所はそ
の一翼を担っており、国内外の原子力分野の人材育成に大きく寄与してい
ます。

　本研究所は、大学院理学研究科、数学・数理解析専攻、数理解析系とし
て、学生入学定員修士課程 10 名、博士後期課程 10 名を対象に、数学・数
理科学の進歩を担う独創的な研究者の養成を目的とした教育を行ってい
ます。担当教員が、その研究分野に関して開講する授業（講義およびセミ
ナー研究）によって、少人数指導で教育を行うのが、本研究所の教育の特
色です。
　また、学生が研究所で開催される研究集会に参加し、来訪研究者と交流
を持ち、最先端の研究に接することができることも、大きな利点となってい
ます。その他に、国内外の若手研究者（博士の学位を取得した者）を、研究員

（研究機関）や日本学術振興会の特別研究員として受け入れています。
　これらの若手研究者は、所員や来訪研究者との研究交流を行ったのち、
各大学の教員として巣立っており、本研究所は研究者養成機関としての役
割を担っています。

博士後期課程 2 年　小田 達郎さん
（工学研究科・原子核工学専攻）博士後期課程 2 年　石本 健太さん

（理学研究科・数学・数理解析専攻）
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